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職名 教授 

担当科目 
【学部】母性看護学概論、母性看護学援助論、家族看護論 

【別科】助産学概論、分娩期の診断とケア、親子関係発達とケア、思春期教育論 など 

学歴 聖路加看護大学衛生看護学部卒業（看護学士）   聖母助産婦学院卒業 

信州大学大学院人文科学研究科地域文化専攻修士課程修了（文学修士） 

メルボルン大学社会医学系「女性と健康コース」修士課程修了 

学位 修士（文学） 

主な職歴 社会福祉法人聖母会聖母病院     信州大学医学部附属病院 

信州大学医療技術短期大学部 助手 

信州大学医学部保健学科 助教授 

獨協医科大学看護学部・助産学専攻科 教授 

文京学院大学保健医療技術学部看護学科 教授 

研究分野／ 

Key word 

助産学 ・ 母性看護学／ 

ウィメンズヘルス， リプロダクティブヘルス， セルフケア， 思春期・青年期， 助産・産婆の歴史 
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所属学会 日本看護科学学会，日本助産学会，日本母性看護学会，日本看護歴史学会 など 



主な社会 

貢献活動 

日本看護歴史学会査読委員， 日本母性看護学会編集委員 

長野県母子衛生学会常任理事 
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